
CL08 特定小電力トランシーバー

クイックマニュアル　

このたびはモトローラの特定小電力トランシーバー CL08 をお買い上げいただきありがとうございます。

ご使用される前に別紙の“製品の安全性と電磁波による影響”および“安全上のご注意”、このクイッ

クマニュアルを必ずお読みください。

このトランシーバーは国内専用モデルで、 海外では使用できません。

アンテナ

PTT （送信） キー
押している間 : 通話
放す : 待ち受け状態

UP ( ▲ ) キー
短押し ： 押すたびに音量大
長押し ： 連続で音量大

SP/MIC ジャック
注意 ： モトローラ純正以外のアクセサリを使

用しないでください。

LCD ディスプレイ

マイクロホン

電源 ( )/CH キー
短押し ： チャンネル設定 ( ▲▼で設定 )
長押し ： 電源 ON/OFF

スピーカー

MODE/  キー
短押し ： グループ呼び出し , 秘話の設定
長押し ： キーロック （再度長押しで解除）

電池を入れる （または電池を出す）
1. 裏面フタのロックを外しフタを開けます。

 対応電池 ： アクセサリーのニッケル水素充電池 (PMNN4467A) 、

市販の単三形アルカリ乾電池 / 単三形リチウム乾電池

2. 電池をマイナス側から入れます。

3. フタを閉め、 元の状態に戻します。

4. 電池を出す時は上記と同様にフタを開け、 取り出してください。

総務省技術基準適合品

家庭用電源

AC100V へ

LED インジケーター
橙の点灯 ： 充電中
橙の消灯 ： 充電終了

47 チャンネル

各部の説明

ニッケル水素充電池の充電方法　～約 4 時間充電～

DOWN ( ▼ ) キー
短押し ： 押すたびに音量小
長押し ： 連続で音量小

● 当社製機器は、 カタログのリストに掲載されるモトローラ純正アクセサリーを必ず使用してください。

 純正品以外のアクセサリーを使用すると故障や破損の原因になります。 当社純正品以外のアクセサリーの

使用が原因で生じた故障や破損、 および事故などの損害については、 当社では一切責任を負いません。

● ニッケル水素充電池 （PMNN4467A） は純正アクセサリーをご使用ください。

 純正品以外のニッケル水素充電池を使用すると漏液 ・ 発熱 ・ 破裂 ・ 発火の原因になります。

● アクセサリーのヘッドセットを接続する時は音量を最小にしてください。

 [ ▼ ] キーで音量を最小レベルに設定してから接続してください。

 音量を上げた状態で接続すると聴力障害の原因になったり、 ヘッドセットを破損するすることがあります。

● アクセサリーのヘッドセットを接続する時は、 本体の PTT を押してもヘッドセットのマイクが有効

になります。

注意

基本的な使いかた

 ベルトクリップ

充電端子

電池フタ ( 底面 )

インジケーター
送信 ( 赤 )/ 受信 ( 緑 )

LCD ディスプレイ

A B C D E F   G A. コールバック使用時に点灯

　　“圏内” が点灯 （通話可能）

　　“圏外” が点灯 （通話不可能）

F. 電池残量表示

G. オートパワーオフ表示

　　オートパワーオフを ON にすると点灯
B. 送信時に表示

C. 受信時に表示 H. 秘話モード時に表示

D. ロック表示

　　　キーをロックしたときに点灯

 I. ３分間通話中表示

J. チャンネル番号表示

E. 中継チャンネル表示

   中継チャンネル時に点灯

K. セットメニューの表示

L. グループ番号表示
H I　 J K　       L 

2. チャンネルをあわせる

[ /CH] を短押しで、チャ
ンネル設定モードにする。
チャンネルが点滅している間
に [ ▲ ] または [ ▼ ] を押して、
相手と同じチャンネルにする。

4. 押しながら話す

[ 通話 (PTT)] を押しながらマイ
クに向かって話す。

・ ディスプレイに“送信”と“通話”

が表示されます。

・ [ 通話 (PTT)] を放すと、待ち受け

状態になり相手の音声を聞くこ

とができます。

チャンネル表示
1. 電源を入れる

[ /CH] を長押しする。

「ピッ」 と電子音が鳴ります。

3. 音量を調節する

相手の音声を受信していると
きに [ ▲ ] または [ ▼ ] を押し

て音量を調節する。

補足： ● 連続して通話できる時間は３分以内で、その間ディスプレイに“通話”が表示されます。

   ３分間連続して通話し続けると、送信は自動的に停止します。

  なお、送信が停止する 30 秒前になると、ディスプレイに数字でカウントダウンが表示され、送信が停止

する 10 秒前には、「ピピピッ」と警告音が鳴ります。

  また、送信が停止した場合、その後の２秒間は [ 通話 (PTT)] を押しても「プーップーップーッ・・・」

と警告音が鳴り送信できません。

 ● 他局の信号を受信しているときは、送信できません。

ディスプレイに“受信”が表示中、[ 通話 (PTT)] を押しても「プーップーップーッ・・・」と警告音が鳴

り送信できません。
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補足：アクセサリーのニッケル水素充電池 (PMNN4467A) について
● ニッケル水素充電池 (PMNN4467A) はアクセサリーです。仕様によっては AC アダプターと同梱されている

パッケージがあります。
● 初めて使用するときは、必ず充電してください。
● 充電完了後、本体及び電池が温かくなっていますが、異常ではありません。
● 充放電を繰り返すと使用できる時間が徐々に短くなります。
● 使用せず保管しておくだけでもわずかながら電池の劣化が進みます。
● 長期間保管した場合は電池容量が低下していることがあります。必ず充電してから使用してください。

 ● 正しい充電を行っても使用できる時間が短くなってきた場合はニッケル水素充電池の寿命です。

 新しいニッケル水素充電池 （PMNN4467A） をお買い求めください。
● 不要になったニッケル水素充電池は、 大変危険ですので分解しないでください。 端子にテープなどを

貼り付けて絶縁し、 全国のリサイクル協力店、 協力自治体、 リサイクル協力事業者にご相談ください。

注意 ： ● CL08 にエラー（Er）表示された場合は「取扱説明書（詳細版）」を参照し、エラー内容を確

認してから正しい使用方法で充電してください。

 ● 正常な電池を入れても充電できない場合には、充電ケーブルを外し、しばらく経ってから充電して下さい。
 ● ときどき電池ケースの端子と電池の電極を乾いた布や綿棒で拭いてください。

 端子や電極が汚れていると、接触不良となり正しく使用できないばかりではなく、発熱・破裂などの原因に

なります。
● 電池を交換するときは、電源を切ってください。

 ● 長時間使用しない場合は、ニッケル水素充電池 (PMNN4467A) または乾電池を取り外しておいてください。
● 充電機能は、５℃～３５℃で動作します。
● ニッケル水素充電池 ((PMNN4467A)、単三形アルカリ乾電池または単三形リチウム乾電池以外の電池は絶対

に使用しないでください。故障や火災の原因になります。

電池残量はアイコン表示で知らせます。

 まだ使えます。

 少なくなりました。

 残りわずかです。

 すぐに充電してください。

 ( またはアルカリ乾電池を交換してください。)

使用できる時間の目安※は次のとおりです。

◎アクセサリーの ニッケル水素充電池 (PMNN4467A)  約 33 時間

◎ 市販のアルカリ乾電池  約 25 時間（日本製の場合）

◎ 市販のリチウム乾電池  約 45 時間（日本製の場合）

※ ６秒送信、６秒受信、48 秒待ち受けの測定条件になります。

上記の使用時間は目安ですので、実際に使用できる時間は、

使い方や周囲の温度などによって異なります。

キーを ロックする 一時的に モニターをする

■ロックする
[MODE/ ] を約 1 秒以上押
す。

「ピピッ」と鳴ってキーがロック

され、“ ”が点灯します。

■ロックを解除する
再度 [MODE/ ] を約 1 秒以上押す。

「ププッ」と鳴ってキーのロックが解除され、“ ”

が消えます。

誤ってキーに触れても、設定が変わらないよう

にすることができます。

ロック中は下記の操作のみ可能です。

・音量調節
・通話（PTT）
・電源オフ 

■モニターにする

1. [ /CH] を長押しで、電源を切る。

2. [ ▼ ] を押しながら [ /CH] を長押しで、

電源を入れる。

■モニターを解除する

一度電源を切り、再度 [ /CH] を長押しで、

電源を入れる。

キー 動作

[ /CH]
短押し：チャンネル設定モード（▲▼で設定）
長押し：電源の ON/OFF

[MODE/ ]
短押し：通話モードの切り替え（グループ、DCS、秘話）
長押し：キーロック

[ ▲ ]
短押し：ワンステップ音量大
長押し：押している間音量大

[ ▼ ]
短押し：ワンステップ音量小
長押し：押している間音量小

[MODE/ ] + [ /CH] セットメニューの操作

[ ▲ ] + [ /CH] 中継機能チャンネル追加

[ ▼ ] + [ /CH] モニター機能

[ ▲ ] + [ ▼ ] + [MODE/ ] + [ /CH] オールリセット

[ ▲ ] + [MODE/ ] グループ呼び出しモード /DCS モードの設定

キー操作早見表

電池の入れ方 / 出し方

プラス側

ニッケル水素充電池を充電する
1. クレードルに CL08 を差し込みます。

2. CL08 の電源を切ります。

3. CL08 の側面に AC アダプターを接続します。

4. 充電が開始すると CL08 のインジケーターが橙色に点灯しディ

スプレイに “ ” が点滅します。

 充電時間は、 空の状態で約 4 時間です （充電時間はニッケ

ル水素充電池の残量によって変化します）。

 充電が終了すると CL08 のインジケーターが消灯しディスプレイ

に “FULL” が表示され “ ” が点灯します。

 充電が終了後 AC アダプターを外してください。
クレードル

CL08 には、周囲の状況に応じて選べる３つの通話モード ( ノーマル、グループ呼び出し、秘話 ) があ
ります。通話のしかたはどのモードでも同じで、ここでは基本となるノーマルモードの通話方法を説
明します。グループ呼び出しモードと秘話モードは裏面を参照してください。

ロックを外しフタを開けます

防沫形 IPX4 相当

チャンネルの設定方法

[ /CH] を単押し
（チャンネル設定モード）

チャンネル番号が点滅している

間に [ ▲ ] または [ ▼ ] を押す

 01

02
03 04 05 06 07

08
09

19 11
12

1314151617
18

1020 [ CH] →/ ��し [▲]/[▼]��し

 使用時間の目安



ノーマル グループ呼び出し ノーマル＋秘話 グループ呼び出し＋秘話

■通話モードを切り替える
[MODE/ ] を押すたびにモードが切り替わる。
・初期値はノーマルモードに設定されています。

■グループの設定
運用する前に仲間同士で同じクループ番号に設
定します。

初期値は“01”に設定してあります。

1. [MODE/ ] を押してグ
ループ呼び出しモードに
する。

 現在設定しているグループ番号

が表示されます。

2. [MODE/ ] を押しなが
ら [ ▲ ] を押す。

 グループ番号が点滅します。

3. [ ▲ ] または [ ▼ ] を押して
グループ番号を選ぶ。

 GP-01 ～ GP-38（38 通り）か

ら選択します。

4. [ 通話 (PTT)] を押す。
 設定が終了します。

■通話のしかた

“基本的な通話のしかた”と同様に通話します。

補足： 他人の通話が聞こえる場合は、グループ番号

を変更してください。
・・・

・・・

通話モードの設定

通話を行うモード ( 通話モード ) として、次の３通りの方法があります。 
周囲の状況に応じて使い分けてください。

 ノーマルモード  他のグループの通話が聞こえる心配がないとき
  （基本的な通話のしかたを参照）
 グループ呼び出しモード  他のグループの通話が聞こえてわずらわしいとき
  チャンネル番号とグループ番号が一致すると通話ができます
 秘話モード  他の人に通話を聞かれたくないとき

グループ呼び出しモードが不足した場合

グループ番号に替えて、108 種類の DCS(d017
～ d754) を使用することができます。

・・・

・・・

秘話モードに設定していない人は、通話内容を聞き取れなくなります。
秘話モードは、ノーマルモード、グループ呼び出しモードのどちらでも使用することができます。

注意： ● 仲間同士以外でも、同じチャンネルで秘話機能を動作させていれば、通話内容を聞かれる場合があります

ので、重要な内容の交信は控えるようにしてください。

● 秘話機能付トランシーバーでも、機種が違うと、交信できない場合があります。

● MS50/MS80 シリーズのトランシーバーと通話をすると、音ずれがおきる場合があります。

● MS50/MS80 シリーズ以外のトランシーバーと通話をすると、音色が異なる場合があります。

■秘話モードに切り替える

“ ”が点灯するまで、[MODE/ ] を何度か押す。

ノーマル＋秘話モードの場合

グループ＋秘話モードの場合

秘話機能“ON” 秘話機能“ON”

秘話機能“OFF”

通話の内容が
わからない

■通話のしかた

“基本的な通話のしかた”と同様に通話します。

が点灯

が点灯

表示 設定項目 選択項目 初期値

cb-xx コールバック機能（通話可能か常時チェックしたい） OFF/ON OFF

Sc-xx スキャン機能（自動で受信信号を探す） OFF/ON OFF

bP-xx ビープ音の ON/OFF（ボタン操作の確認音） ON/OFF ON

tb-xx 送信ビープ音の ON/OFF（[ 通話 (PTT)] を押して送信を始めた際に電子音が鳴る） OFF/ON OFF

LE-xx 送信 / 受信インジケーターの ON/OFF ON/OFF ON

LP-xx 照明ランプの設定（OFF にするとディスプレイの照明が常時消灯） 2/OFF ２

AP-xx オートパワーオフの設定（2 時間操作しないと自動で電源が切れる、切れ忘れ防止） OFF/ON OFF

cS- x  コールサイン機能（電子音の数で相手局を識別するコールサイン機能） 1 ～ 5 1

Pd-xx PTT ディレイ機能（受信から待ち受け状態になるときに出るノイズ「ザー」をカット） ON/OFF ON

tP-xx 受信専用モードの設定（ON にすると [ 通話 (PTT)] を押しても送信しない） OFF/ON OFF

Ph-xx PTT ホールド機能（ロック型の [ 通話 (PTT)] に変わる） OFF/ON OFF

EG-xx 外部マイク感度切替え（数字が大きくなるほど感度が大きくなる） 1 / 2 / 3 2

oc-xx VOX 機能の ON/OFF（話し始めると自動で送信、話をやめると待ち受けになる） OFF/ON OFF

oL-xx VOX 感度設定（数字が大きくなるほど感度が大きくなる） 1 ～ 15 9

or-xx VOX 遅延時間設定（話をやめてから待ち受けの状態に戻るまでの時間） 0 ～ 15 5( 約 0.5 秒 )

Ac-xx 自動チャンネル選択機能（[ 通話 (PTT)] を押すたびに自動で空チャンネルを探す） OFF/ON OFF

AL-xx マイク自動感度切替え機能（ON にすると自動で適切なマイク感度になる） OFF/ON OFF

cP-xx コンパンダー機能（マイクから拾うバックノイズを軽減する） OFF/ON OFF

hE-xx 音質切替え機能（1 に設定すると高域が強調された音質になる） 1 / 2 2

Sq-xx スケルチレベル調整（耳障りなノイズを消す：数字が大きいほどスケルチレベルが大） 1 / 2 / 3 / 4 1

Sl-xx セレコールの ID 設定（特定の局を呼び出す） OFF/01 ～ 20 OFF

SG-xx セレコールのグループ設定（グループで呼び出す） G0 ～ G9 G0

Sb-xx セレコールの呼び出し音送出設定（呼び出されたときの着信音を設定する） １～ 3/OFF 1

cL-xx クローン機能 ( 複数台数ワイヤレスで同じ設定に複製する ) OFF/ON OFF

PS-xx ワンタッチ音量変更（受信時 PTT のワンタッチで音量を一時的に変更する） PT/ －－ /-3/+3 PT

IA-xx
内蔵マイクの ON/OFF（外部マイク接続時にトランシーバー側の [ 通話 (PTT)]

を押したときの内蔵マイクを動作するか、または動作しないかを設定する）
OFF/ON OFF

各メニューの設定を変更するときは次の手順で行います。

1. [ /CH] を長押しで電源を切る。

2. [MODE/ ] を押しながら [ /CH] を長押しで、電源を入れる。

 セットメニューの“cb-xx”が表示されます。

3. [MODE/ ] を押すたびに、セットメニューが切り替わる。
 設定したいメニューを選択します。

 例：“Sc-xx”を選択

4. [ ▲ ] または [ ▼ ] を押して、点滅している設定項目を選択する。

5. [ 通話 (PTT)] を押す。
 セットメニューの設定が終了します。

 補足：[ 通話 (PTT)] 以外に電源を切っても、セットメニューの設定を終了することができます。

グループ番号が同じだ

と聞こえる

グループ番号が

違うと聞こえない

01, 02,03・・・20
通常のチャンネル

21, 22,23・・・47
中継用 27 チャンネルが
追加される

■中継機能を設定する

下記の操作を行うと、中継機能用のチャンネル
( 合計 27 チャンネル ) が追加されます。

1. [ /CH] を長押しで電源を切る。

2. [ ▲ ] を押しながら [ /CH] を押して、電

源を入れる。
 中継機能用のチャンネルが追加されます。

3. [ /CH] を短押しで、チャンネル設定モー
ドにする。

4. [ ▲ ] または [ ▼ ] を押して、中継器のチャン

ネルに設定する。

■設定を解除する

1. [ /CH] を長押しで電源を切る。

2. [ ▲ ] を押しながら [ /CH] を押して、電

源を入れる。

■通話のしかた

1. [ ▲ ] または [ ▼ ] を押して、中継用チャンネ
ルの中で中継器と同じチャンネル番号にあわ
せます。

2. “基本的な通話のしかた”と同様に通話しま
す。

補足：● グループ呼び出しモードを使用することがで

きます ( 中継器と同じグループ番号にあわせ

てください )。

 ● 当社指定の中継器のみ使用可能です。

 途中にビルなどの障害物がある場合や、相手との距離が離れている場合など、電波が届かずに通話で
きないときは、当社対応の中継器を中間点に設置することにより、交信範囲が広がります。

なお中継器の詳細については、お買い上げいただきました販売店またはモトローラ・ソリューション
ズ株式会社 PCR 事業部にお問い合わせください。

注意： 中継器を介した場合は、下記の機能を使用することができません。

・コールバック機能

・セレコール機能

・自動チャンネル選択機能

・クローン機能

セットメニュー一覧

セットメニューの操作 中継機能 （通話距離をのばすには）

グループ呼び出しモード

秘話モード

01

02
03 04

21
22

2324

2047

��チャンネル 01～20

���チャンネル 21～47

[ CH]/ 
	し→[▲]/[▼]
	し

 送り側に設定してある内容をワイヤレスで複数台一斉にコピーすることができます。
クローン機能の設定は「取扱説明書 ( 詳細版 )」を参照してください。

コピーできる設定内容は下記のようになります。
◎ 現在設定しているチャンネル / グループコード /

 DCS コード

◎ 現在設定している通話モード

 （ノーマル / グループ呼び出し / 秘話）

◎ セットメニューの設定内容

送り側 受け側

 クローン機能　～ 同じ設定に複製する～


